
   

25 日 獣 発 第 268 号 

平成 25 年 12 月 27 日 

 

 

地方獣医師会会長 各 位 

（福岡県獣医師会を除く） 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

公務員獣医師の処遇改善を求める意見書について 
 

 標題の件について、平成 25 年 12 月 27 日付け 25 福獣第 395 号をもって、福岡県

獣医師会長から、福岡県議会議長から衆参両議院議長、関係大臣等宛てに別紙①（写）

のとおり意見書を提出した旨、報告がありましたのでお知らせいたします。 

 なお、福岡県獣医師会長から福岡県知事宛てに提出した本件に関する要請書（別紙

②・写）も併せて送付いたします。 

 本会も「都道府県勤務獣医師（公務員獣医師）人材確保のための処遇改善対策につ

いて」（平成25年10月24日付け25日獣発第210号）をはじめ、地方公共団体や国に対

し、公務員獣医師の処遇改善について働きかけておりますが、今後とも貴会におかれ

ましても、所在地を管轄する地方公共団体と連携を図り、活動を推進されますようお

願いいたします。 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 

TEL  03－3475－1601 
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公
務
員
獣
医
師
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書 

  

動
物
は
、
我
々
の
生
活
を
様
々
な
か
た
ち
で
豊
か
に
し
て
く
れ
る
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
る
。
人
の
命
が
大
切
で
あ
る
よ
う
に
動
物
の
命
に
対
し
て
も
感
謝
と
畏
敬
の
念
を
忘
れ
ず
、

そ
の
尊
厳
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
動
物
愛
護
の
精
神
が
、
多
く
の
先
人
の
長
年
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ

国
民
共
通
の
理
解
と
し
て
定
着
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
中
、
動
物
愛
護
管
理
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
本
年
九
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
動
物
を
さ
ら
に
大
切
に
す
る
た
め
、
新

た
に
、
人
と
動
物
の
共
生
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
、
所
有
者
の
終
生
飼
養
の
責
務
等
が
明
記

さ
れ
る
と
と
も
に
、
動
物
取
扱
業
者
に
係
る
規
制
強
化
な
ど
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
都
道
府
県
等
の
役
割
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
改
正
法
の
的
確
な
実
施
業
務
を
担
う
獣
医

師
の
職
責
と
業
務
量
が
増
大
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。 

一
方
、
今
日
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
狂
犬
病
を
は
じ
め
と
す
る
人
と
動
物
の
共

通
感
染
症
や
口
蹄
疫
な
ど
の
伝
染
病
が
世
界
各
地
で
発
生
し
、
そ
の
流
行
制
御
や
食
品
の
安
全

性
確
保
を
求
め
る
国
民
の
声
が
格
段
の
高
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
国
民

の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
先
般
、
日
本
医
師
会
と
日
本
獣
医
師
会
に
よ
り
、
人
と
動
物
、
さ
ら

に
環
境
の
健
康
は
深
く
ひ
と
つ
に
繋
が
っ
て
お
り
、
連
携
・
協
働
し
て
そ
の
一
体
的
増
進
に
取

り
組
む
と
す
る
包
括
協
定
が
締
結
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
家
畜
衛
生
、
公
衆
衛
生
等
の
現

場
に
お
い
て
、
ま
さ
に
水
際
の
防
疫
措
置
や
食
品
衛
生
業
務
の
中
核
を
担
う
公
務
員
獣
医
師
の

業
務
も
、
ま
す
ま
す
高
い
専
門
能
力
と
判
断
力
が
要
求
さ
れ
、
困
難
性
を
増
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
業
務
に
従
事
す
る
地
方
公
務
員
獣
医
師
に
は
、
国
の
指
導
に
基

づ
き
、
医
師
の
下
で
そ
の
処
方
や
指
示
に
よ
り
医
療
に
従
事
す
る
職
種
と
同
じ
医
療
職
給
料
表

（
二
）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
対
象
者
の
全
て
が
医
師
・
歯
科
医
師
と
同
様
六
年
間
の
教
育
課

程
を
修
め
た
免
許
取
得
者
と
な
ろ
う
と
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
業
務
も
医
師
等
と
同
様
、
高

度
な
自
己
判
断
に
基
づ
き
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
専
門
職
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
と
は
、

到
底
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
、
全
国
的
に
公
務
員
獣
医
師
が
採
用
困
難

職
種
と
な
っ
て
い
る
最
大
の
要
因
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
公
務
員
獣
医
師
が
よ
り
一
層
責
任
と
誇
り
を
持
っ
て
職
務
に

専
念
で
き
る
よ
う
、
次
の
措
置
を
確
実
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

一 

都
道
府
県
等
の
公
務
員
獣
医
師
の
処
遇
を
改
善
し
、
人
材
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、
国
が

率
先
し
て
国
家
公
務
員
獣
医
師
に
適
用
す
る
俸
給
表
を
医
師
等
に
準
じ
た
も
の
に
改
め
、
又

は
初
任
給
調
整
手
当
の
創
設
等
を
行
う
こ
と 

二 

都
道
府
県
等
が
、
動
物
愛
護
の
推
進
、
家
畜
衛
生
、
公
衆
衛
生
等
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、

独
自
に
地
方
公
務
員
獣
医
師
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
み
、
医
療
職
給
料
表
（
一
）
の
適
用
又

は
こ
れ
に
準
じ
る
給
料
表
の
創
設
を
行
う
と
き
は
、
地
方
自
治
の
趣
旨
に
則
り
、
こ
れ
を
尊

重
す
る
こ
と 
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三 
医
師
と
看
護
師
等
と
の
関
係
に
準
じ
て
チ
ー
ム
に
よ
る
動
物
医
療
提
供
体
制
を
整
備
す
る

た
め
、
「
動
物
看
護
士
」
の
専
門
職
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行
う
こ
と 

  

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

  
 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日 

福
岡
県
議
会
議
長 

松 

尾 

統 

章 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

衆
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院
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殿 

 

参

議

院

議
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山 

崎 
正 
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殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

 
 

安 

倍 

晋 
三 

殿 

 

財

務

大
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麻 

生 

太 

郎 
殿 

 

 

総

務

大
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新 

藤 

義 

孝 
殿 

 
 

 

 

厚
生
労
働
大
臣 

 
 

田 

村 

憲 

久 

殿 
 

 

 

農
林
水
産
大
臣 

 
 

林 
 

 

芳 

正 

殿 

 

人

事

院

総

裁 
 

 

原 
 

 

恒 

雄 

殿 
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